
紹
介

浮
田
典
良
著

『
地
図
表
現
半
世
紀

　
一
私
の
描
い
た
主
題
図
搦
～
』

浮
田
典
良
・
森
三
紀
著

『
地
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
一
主
題
図
作
成
の
原
理
と
応
用
一
』

　
二
〇
〇
四
年
　
月
、
長
ら
く
地
理
学
界
を
リ
ー

ド
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
浮
田
典
良
先
生
が
ご
逝
去
さ

れ
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
死
で
周
囲
の
誰
も
が

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
し
、
今
で
も
ま
だ
信
じ
た

く
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
浮
田
先
生
が
晩
年
に
精
力
的
に
ま
と
め
ら
れ
た

の
が
こ
こ
で
紹
介
す
る
二
冊
の
書
で
あ
る
。
ま
ず
、

最
後
の
著
作
と
な
っ
た
『
地
図
表
現
半
世
紀
』
を

取
り
あ
げ
る
。
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は

浮
田
先
生
が
長
年
に
わ
た
っ
て
描
い
て
こ
ら
れ
た

主
題
図
の
う
ち
、
厳
選
さ
れ
た
百
二
十
六
枚
が
集

成
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

　
本
書
の
魅
力
は
こ
点
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
章

「
滋
賀
県
の
茶
業
」
か
ら
第
十
三
章
「
『
三
田
市

史
隔
ほ
か
」
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
主
題

図
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
浮
田

先
生
の
研
究
の
軌
跡
を
も
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。

浮
田
先
生
は
本
書
作
成
を
契
機
に
病
気
治
療
に
専

念
す
る
と
い
う
意
志
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
が
ま
さ
か
最
後
の
著
作
と
な
る
と
は
誰
も
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
門
現
象
を
地
図

化
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
研
究
の
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
発
見
や
、

発
想
の
丁
目
が
期
待
で
き
る
」
（
i
頁
）
と
さ
れ

る
先
生
が
、
研
究
活
動
の
一
つ
の
区
切
り
と
し
て

主
題
図
の
集
成
に
取
り
組
ま
れ
た
の
も
ご
く
自
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
業

績
を
振
り
返
っ
た
自
叙
伝
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
あ
る
。

　
も
う
｝
点
は
、
単
に
百
二
十
六
枚
の
図
を
羅
列

し
、
紹
介
し
て
い
っ
た
と
い
う
体
裁
な
の
で
は
な

く
、
各
主
題
図
を
ご
自
身
で
批
評
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
研
究
活
動
を
開
始
し
た
頃
に

描
か
れ
た
主
題
図
（
第
一
章
・
第
二
章
）
に
は
、

「
あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
図
は
町
村
ご
と
に

矩
形
の
記
号
を
用
い
れ
ば
よ
か
っ
た
し
（
五
頁
）

な
ど
と
、
か
な
り
厳
し
い
自
己
批
判
を
さ
れ
て
い

る
。
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
主
題
図
は
、
紹
介
者
な

ど
が
み
る
と
す
べ
て
十
分
の
出
来
な
の
だ
が
、
浮

田
先
生
ご
自
身
に
よ
る
各
図
の
批
評
を
読
む
と
、

美
し
い
主
題
図
の
作
成
が
い
か
に
難
し
く
、
ま
た

奥
深
い
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

　
で
は
、
い
か
に
主
題
図
を
作
成
し
て
い
け
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
解
答
を
与
え
て
く
れ

る
の
が
、
『
地
図
表
現
半
世
紀
』
の
姉
妹
版
と
位

麗
づ
け
ら
れ
て
い
る
『
地
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
で
あ
る
。

　
本
書
は
浮
田
先
生
と
、
地
図
編
集
制
作
の
第
一

入
者
で
あ
る
森
三
紀
先
生
の
共
著
で
あ
り
、
同
じ

く
両
者
が
執
筆
さ
れ
た
『
地
図
表
現
入
門
』
（
大

明
堂
、
一
九
八
八
）
の
改
訂
版
に
も
あ
た
る
。
前

版
も
主
題
図
作
成
の
指
南
書
と
し
て
定
評
が
あ
っ

た
が
、
本
書
で
は
そ
の
基
本
的
骨
子
を
継
承
す
る

と
同
時
に
、
時
代
の
流
れ
に
併
せ
、
諺
匹
。
げ
Φ
社

の
臼
器
9
§
を
用
い
た
製
図
技
術
を
紹
介
し

て
い
る
（
第
十
一
章
）
。
O
同
ω
を
用
い
た
デ
ジ
タ

ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
関
す
る
概
説
書
は
い
く
つ
か

あ
る
が
、
葺
話
親
出
9
を
用
い
た
本
格
的
な
地
理

学
用
製
図
指
南
書
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
に
現
れ
る
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
や
パ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
説
明
も
つ
い
て
お
り
、

H一

s
ω
躍
讐
○
同
初
心
者
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮

が
施
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、

色
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
や
地
図
彩
色
の
法
則

な
ど
も
説
明
さ
れ
て
い
る
（
第
十
章
）
。
さ
ら
に
、

色
覚
障
害
者
に
も
分
か
る
地
図
表
現
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
（
残
念
な
が
ら
）
考

慮
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
点
に
ま
で

言
及
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
手
描
き
に
よ
る

製
図
方
法
も
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
主
題
図
作
成
の
際
に
役
立
つ
内
容
を
備

え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
銅
販
彫
刻
時
代
か
ら
現
在
の
デ
ジ
タ

ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
い
た
る
地
図
原
図
作
成
の
歴

史
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
地
図
作
成
の
変
遷
も
追

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
十
二
章
）
。

　
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
変
遷
に
あ
っ
て
、
変
わ
ら

な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
題
図
の
「
信
頼

性
ω
o
δ
p
o
色
と
「
明
瞭
重
畳
」
で
あ
る
（
五

一
八
頁
）
。
こ
の
二
点
が
揃
っ
て
は
じ
め
て
主
題

図
は
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
手
段
や
道
具
で
描
か
れ
よ
う
が
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
「
信

頼
性
」
と
「
明
瞭
性
」
の
追
求
こ
そ
、
主
題
図
作

成
の
極
意
で
あ
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

陰
に
陽
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
『
地
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
㎏
が
主
題
図
作
成

に
必
要
な
「
信
頼
性
」
と
「
明
瞭
性
」
を
獲
得
す

る
た
め
の
技
術
的
指
導
書
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

先
の
噸
地
図
表
現
半
世
紀
駈
は
、
一
研
究
者
が
両

者
を
獲
得
し
て
い
く
軌
跡
が
綴
ら
れ
た
書
で
あ
り
、

実
践
的
指
導
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
冊
を
通
読
す
る
こ
と
で
、
主
題
図
作
成
の

基
礎
的
知
識
は
す
べ
て
身
に
付
く
。
あ
と
は
ペ
ン

（
も
し
く
は
マ
ウ
ス
）
を
持
っ
て
練
習
あ
る
の
み
、

で
あ
る
。

　
主
題
図
作
成
の
技
術
は
、
何
も
地
理
学
者
だ
け

が
必
要
な
技
術
で
は
あ
る
ま
い
。
ど
の
よ
う
な
分

野
の
研
究
者
で
あ
れ
、
主
題
図
を
描
く
必
要
は
あ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ

た
二
冊
の
書
は
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
者
に
と
っ
て
必

読
の
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
主
題
図
作
成
の
経
験
の
少
な
い
初
学

者
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
書
で
あ
る
。

　
浮
田
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

先
生
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
財
産
を
ぜ
ひ
と
も
継
承

し
て
い
き
た
い
。

（『

n
図
表
現
半
世
紀
隔
　
B
4
判
　
一
〇
六
頁

二
〇
〇
五
年
三
月
　
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
二
四
〇
〇
円
）

（『

n
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
臨
　
B
4
判
　
一
三
四
頁

一　

宦
Z
四
年
七
月
　
ナ
二
丁
シ
や
出
版
　
一
一
西
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
）
）

噸
史
林
』
投
稿
規
定
（
二
〇
〇
四
年
四
月
改
定
）

◇
資
格
　
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
　
○
論
説
　
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
百
字
詰

　
　
○
研
究
動
向
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
書
評
　
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
論
文
評
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
紹
介
　
　
　
　
四
百
字
詰

◇
論
説
に
は
「
要
約
」

　
文
要
約
」
、
研
究
ノ
ー
ト
に
は

　
を
添
付
の
こ
と
。

（
四
百
字
以
内
）

　
　
　
　
「
欧
文
要
約
」

八
十
枚
以
内

五
十
枚
以
内

八
十
枚
以
内

二
十
枚
以
内

二
十
枚
以
内

三
枚
程
度

　
　
と
「
欧

◇
研
究
動
向
・
書
評
・
論
文
評
に
は
「
欧
文
タ
イ

　
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
撃
手
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
1
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
し

　
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て
添
付
す

　
る
こ
と
。

◇
図
表
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の

　
〈
図
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る

　
こ
と
。

注
意
：
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活
字
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